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フィールドスタディの
取り組み
　本学は、「地学地就」、つまり地域に関する知識を有する人材育成及び学生の
現場力、地域力を高めることなど、実践教育活動を必要欠くべからざるものと考
えています。こうした考えにもとづき地域実践活動を学生参画型で行うことによ
り、本学の学生の実践教育、教員の教育・研究活動をより多くの方に知っていただ
き、地域のみなさまとのさらなる連携を実現していきたいと思います。
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�ニンニク畑開墾作業

●島の耕作放棄地を特産品化を進めてい
るにんにく畑に開墾する作業を手伝う。

●トラクターでは雑草がすぐ生えてくるの
で、まずは鍬で草を刈る作業の繰り返し。

●しかし、海が見下ろせる畑で、お昼にそこ
で食べるおにぎりはまた格別であった。

経営学部商学科　三好　宏　教授　

2017.4.16、4.30、6.25、7.9、7.16　笠岡市真鍋島
商学科：2、3年生延べ18名

�日ようび子ども大学・キッズマネー教室開催
2017.6.4　大学コンソーシアム岡山（岡山県生涯学習センター）
商学科FPコース　1～3年生 18名
●大学コンソーシアム岡山の日ようび子ど

も大学にて「キッズマネー教室」を開催。
●2年生が中心となり、参加小学生28名

に対して小学生向け金融リテラシー教
育を行った。

経営学部商学科
海宝 賢一郎　准教授

�ヒナセ♡ノミーノスタッフ協力
2017.6.4、10.8　備前市日生地区
6.4は商学科：2名（2年、4年）
10.8は経営学科：1名（1年）、
商学科：1名（3年）
●カキオコまちづくりの会の依頼により、応

援するもの。
●日生地区を食べ、飲み歩くイベントの受

付対応や盛り上げに協力した。

経営学部商学科　三好 宏　教授

�フィールドスタディ（観光サービス実習）
2017.9.25～9.29　キャピタルホテル（韓国、ソウル市）
観光サービス実習　受講生10名
●Front Office/Bell Desk、F＆Bバッ

クサイト管理、 バンケットルーム準備
などホテル業務の経験や知識の修
得

●韓国大学生との交流会

経営学部商学科　ソ ユンゾン　講師

�社祭り（式内八社の大祭）
2017.10.9　真庭市社地区
商学科：3名
●真庭市から神輿の担ぎ手がいないと

依頼があり、「社祭り（式内八社の大
祭）」の運営協力。地域の方と共に
他大学の学生とまじって、巫女役や
神輿を担いで回り、地域の文化や伝
統にふれた。

産学官連携センター

�イベントカキオコブース出店協力
2017.10.14～15、11.11～12　
備前市伊部地区　岡山マラソン（岡山県総合グラウンド）
商学科：1年延べ10名（備前焼まつり）
商学科：2年延べ8名、 1年延べ4名(岡山マラソン)
●カキオコまちづくりの会がイベント出

店するのを協力するもの。
●カキオコを作る補助者として粉を練っ

たり、ソースを塗ったり、また販売呼び
込み、行列整理、代金授受等を行
い、ブースに大きな賑わいをもたらし
た。

経営学部商学科　三好 宏　教授

�第8回発想法ワークショップ
　（岡山商工会議所共催）
2017.10.28　岡山商科大学
商学科：4年3名、3年1名、2年1名
●恒例の岡山商工会議所との共催す

る異業種交流型の研修に学生を参
加させるもの。

●社会人に交じり、新顧客を引きつける
方法をテーマに、ブレーンストーミング
とKJ法を行った。

経営学部商学科　三好 宏　教授
経営学部経営学科　大東 正虎　准教授

�フィールドスタディ（国際観光論）
2017.11.18　宮島『厳島神社』
国際観光論受講生：36名
●大鳥居、千畳閣、五重塔、多宝塔、大

願寺などに足を運び、それぞれ宮島
の主要な観光資源の調査実施

●調査結果を取りまとめ、レポート提出

経営学部商学科　ソ ユンゾン　講師

�さとまちフェスタ
2017.12.10　アムスメール上之町（岡山市）
商学科：1名
●真庭市社地区が行う竹灯篭づくり体

験ブース出店の運営協力。表町商店
街にて、岡山大学の学生と共に、来
場者が行う竹灯篭作成のアシストを
した。

産学官連携センター

�京山公民館ESDフェスティバル
2018.1.27～28　岡山市北区京山地区
商学科：4年1名、3年5名
●模擬店ブースで、美作海田番茶、真

鍋島にんにく醤油の販売を行う。
●地区の中学生や高校生、地域の人

と行うコミュニティ強化のためのグ
ループディスカッションにも4名が参
加した。

経営学部商学科　三好 宏　教授
産学官連携センター

�津山城下町雛めぐり
2018.3.3～3.4　津山市
経済学科：7名
●商大ブースを出展　●ボランティアとして地域貢献

経済学部経済学科　國光 類　講師

�備前醤油の歴史・現状・展望の
　 調査のためのフィールドスタディ
2018.2.5　鷹取醤油株式会社（備前市）
商学研究科院生：2名
商学科3年生：2名
商学科1年生：1名
●岡山商科大学ブランディング事業の

寄り添い型研究の一環として備前醤
油の歴史・現状・展望の調査のため
に、鷹取醤油を対象にしてフィールド
スタディを実施。

経営学部商学科　天野 雅敏　教授

�農泊推進協議会モニターツアー
2018.2.22～23　真庭市北房地区
留学生：10名
日本人商学科生：2年3名
●中四国農政局と本学の包括協定に

基づく、イベント協力。
●真庭北房地区は農泊を推進してお

り、中国人観光客がこの地に訪れた
時何に満足し逆に何が不都合か等
を、本学の留学生に実際に体験して
もらい意見を聴収するというもの。

●薪割り体験、もちつき、雛飾りのお手伝い、鍾乳穴や古墳等、観光スポッ
トを巡り、その感想などを記録して回り、地元の方に発表、意見交換を
行った。

経営学部商学科　三好 宏　教授
産学官連携センター

�備前若者カキオコワークショップ
2018.2.11　備前市日生地区
商学科：1年2名
●カキオコまちづくりの会と備前若者

ネットワークの共催によるまちづくりイ
ベント。

●学生が観光客にアンケートを取り、そ
のデータに基づいてこれからの日生
のまちづくりについてディスカッション
した。

経営学部商学科　三好 宏　教授

�犯罪被害者支援公開講演会
2018.1.16　岡山商科大学
2017.1.17　岡山市立後楽館中学校
犯罪被害者支援サークル「つぼみ」の
学生20名（法学部法学科）
●平成29年度岡山市大学生まちづく

りチャレンジ事業に採択され、飲酒運
転撲滅アドバイザーの山本美也子氏
をお招きして講演会を行った。

　また、76名の中学生と、大学生でファ
シリテーションを行い、中学生にも被害者加害者予備軍双方の立場から
飲酒運転撲滅について真剣に考えてもらうことが出来、交通安全の意
識を高めることが出来た。

犯罪被害者支援サークル「つぼみ」
法学部法学科　加藤 摩耶　准教授

�社会人基礎力育成グランプリ
2017.12.2～12.3　松山大学（愛媛県松山市）
経済学科：4名
●「若者による少子化対策プロジェクト」について報告。
●奨励賞を受賞。（2年連続で入賞）
経済学部経済学科　國光 類　講師、井尻 裕之　講師

�フィールドスタディ
（国際観光論）

2017.11.4　
島根県浜田市三隅町『石州和紙会館』
国際観光論受講生：34名
●和紙の歴史や製造工程を学ぶ
●石州和紙の紙漉きを体験

経営学部商学科　ソ ユンゾン　講師

�津山市地域・大学連携事業、
   婚活支援のフィールド調査
2017.6.10　2017.7.2　津山市（城西地区）
経済学科：3名
●津山市の少子化対策をヒアリング

調査。
●婚活支援イベントに、ボランティア

として参加。　　　　　　　　　

経済学部経済学科
國光 類　講師

�湯原温泉のイベント協力
　 観光客に対するアンケート調査
2017.6.26、2017.7.23、2017.8.9～11　湯原温泉（岡山県真庭市）
経済学科：2名　経営学科：9名　商学科：8名（延べ人数）
●湯原温泉におけるイベント（露天風

呂の日、トライアスロン、はんざき祭
り）に関する運営補助を行った。

●露天風呂の日、はんざき祭りにおい
ては来場者に対するアンケート調査
を実施した。　　　　　　　　

経営学部商学科　大石 貴之　講師

�エコナイトでの発表、番茶販売
2017.7.8　岡山市奉還町商店街
商学科：4年1名、3年5名
●恒例となっているエコナイトに参加。
●連携支援活動を行っている美作市

の海田地区の番茶や真鍋島のにん
にく醤油等を販売した。

●茶畑維持活動も兼ねている美作市
でのフィールドスタディについて発表
を行った。　　　　　　　

経営学部商学科　三好 宏　教授

�瓦工事協同組合ワークショップ
2017.7.15　岡山商科大学
商学科：3年2名、2年3名
●一昨年に続き瓦工事組合さんから研

修目的で依頼があるもの。
●今年は岡山県だけでなく、福山市や香

川県の組合からも参加があり、次年度
は西日本の組合大会でも実施したいと
の依頼があった。　　　　

経営学部商学科　三好 宏　教授
　　　　　　　　大石 貴之　講師
経営学部経営学科　大東 正虎　准教授

�海田天日干し番茶プロジェクトへの協力
2017.8.1～8.6　美作市海田地区
法学科：1名（1年）、経営学科：1名（3年）、
商学科：7名（4年・1名、3年・5名、2年・1名）
●伝統的番茶製法と茶畑景観の保存に取り組む地元団体の番茶製作

へ協力。
●今年は昨年度の活動の成果等を地元

の方と意見交換したり、(有)海田園黒
坂製茶の工場見学も実施。

●袋詰めした番茶を学祭、近隣のイベント
等での販売も行う。　　　　

経営学部商学科　三好 宏　教授

�観光地計画論
2017.9.4～7、2017.9.7～10　湯原温泉、蒜山高原（岡山県真庭市）
経営学科：2名　商学科：10名
●旅館の経営者を対象に、経営状況や

客層の変化などについて聞き取り調査
を実施した。

●蒜山高原の新しいお土産を考えるとい
うテーマで、道の駅スタッフ等と学生に
よるワークショップを実施した。　　　

経営学部商学科　大石 貴之　講師

�テーマパークデザイン論
2017.8.28～31　徳島県名西郡神山町
商学科：11名
●神山町における地域づくりの現状を把

握するため、移住者や地元住民に対す
る聞き取り調査を実施した。

●地域づくりを実践している組織の活動
に参加し、地元住民や移住者との交流
を実施した。　　　

経営学部商学科　大石 貴之　講師

�キッズビジネスパーク
2017.9.2　コンベックス岡山
経済学科：1名　経営学科：21名　商学科：12名
●学生が店長となって、企業の方や高校

生と共に一つの職業ブースを運営し、
子どもたちの就業体験のサポートを行う
ことにより、子どもを通して働くことや社
会の仕組みについて学習する。　　　

経営学部商学科
海宝 賢一郎　准教授

�博物館見学実習
2017.9.22　津山市／つやま自然のふしぎ館、奈義町現代美術館
2017.9.29　香川県直島町／地中美術館、家プロジェクト
2017.10.6　広島県福山市／広島県立歴史博物館、ふくやま美術館
2017.10.14　兵庫県姫路市／姫路市立水族館、姫路市立動物園
経済学科：1名　商学科：3名
●いずれも単なる見学ではなく、現役の専

門学芸員等から各館の展示、バック
ヤード、経営方針等の解説・説明・指導
を受け、各博物館の実態を学んでも
らった。

経営学部商学科　柳瀨昭彦　特任教授

�ＦＰコース・会社見学会
2017.9.14　日本銀行岡山支店　ＳＭＢＣ日興証券岡山支店
商学科ＦＰコース2年生：6名
●日本銀行岡山支店において岡山県の経済動向や金融政策等の最新

情報についてのヒアリング調査を実施した。
●ＳＭＢＣ日興証券岡山支において、証券会社の業務内容等についての

レクチャー、営業フロア見学等を実施した。

経営学部商学科　鳴滝 善計　教授
　　　　　　　　海宝 賢一郎　准教授

�博物館資料（古文書・典籍）の取り扱い
2017.6.23　岡山市北区南方・岡山県立記録資料館
経済学科：1名　商学科：2名
●館内見学、古文書・典籍等の取り扱いについて担当の専門職員から講

習、研修を受け、実際に学生が資料整理作業等を体験。

経営学部商学科　柳瀨 昭彦　特任教授

�真鍋島小・中学校・公民館合同運動会への参加
2017.5.20　笠岡市真鍋島
全学部1～4年29名 （経営学科：5名、商学科：15名、吹奏楽部：9名）
●昨年に引き続き小中学生が少なくなった島の運動会を盛り上げるため

参加。
●今年は吹奏楽部にも応援を頼み、音付

や演奏をしてもらった。
●競技はスプーンレース等小中学生と一

緒に行い、競技具の準備片づけ等も補
助した。

●終了後は島の人たちとふれあいパーク
での花壇整備にも協力した。

経営学部商学科　三好 宏　教授

�博物館実地実習
2017.4～8　林原美術館　商学科：1名
2017.8.21～28　大原美術館　商学科 ：1名　　
2017.9.5～9　岡山シティミュージアム　経済学科：1名
●各受け入れ博物館の研修プログラムに沿って、展示資料の片づけ・梱包、

開梱・展示作業の手伝い、教育活動イベントの進行等の研修を受けた。
●各学生は研修簿に記述し、それを基に後日授業の中で発表・検討会を

実施。

経営学部商学科　柳瀨 昭彦　特任教授

�里庄まこもたけ収穫体験事業
2017.10.2～10.31　里庄町
経営学科：2名(1年1名、4年1名）
商学科：16名（2年2名、3年9名、
4年5名）
●まこもたけの特産品化を進める里庄町

から収穫がなされる1か月間の支援要
請を受け、収穫、出荷作業、スーパー
での試供販売、産業文化祭でのPR
等に協力した。

●まこもたけの栽培、収穫、出荷はほぼ全て手作業で行わなければならず、
これが生産農家拡大のネックになっている。

●特に大変な収穫作業を手伝ってくれる学生がいれば、試に生産に取り
組んでみようと思う生産者を増やすのが目的。

●学生にとっては、農産物のブランド化に向けてどのような配慮が必要か
が実体験できた。

経営学部商学科　三好 宏　教授

�竹灯篭づくり
2017.11.19　真庭市社地区
経済学科：1名　商学科：2名
●社地区の大晦日のイベント「第2回や

しろ竹あかり」用の竹灯篭を地区の
子どもたちや岡山県立大学の学生と
共に作成。

産学官連携センター

�事業者別発想法ワークショップ
　（岡山商工会議所共催）
2017.12.2　興和商事㈱（岡山市）
商学科：4年2名、3年5名
●興和商事㈱様の研修として、発想法

ワークショップを実施。
●学生7名が従業員に交じって、ブレー

ンストーミング、KJ法を行う。

経営学部商学科　三好 宏　教授、
　　　　　　　　大石 貴之　講師
経営学部経営学科　大東 正虎　准教授
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